
(57)【要約】

【課題】鋼管杭等の複数の基礎杭用部材を連結して建込

・貫入する現場で、容易にかつ迅速に基礎杭用部材の連

結作業を行なうことが出来るようにすることにある。

【解決手段】所定長さの複数の基礎杭用部材５の各連結

端部６に固定して前記基礎杭用部材５を連結するための

少なくとも１対の連結体２ａ，２ｂと、この連結体２ａ

，２ｂを連結固定する固定手段３とからなり、各連結体

２ａ，２ｂは、前記連結端部６に固定するベース板７と

、ベース板７の片面側に固定した連結板９と、連結板９

に穿孔した連結用孔８とからなり、対向する各基礎杭用

部材５の連結端部６に固定した連結体２ａ，２ｂの連結

板１２を連結時に係合させ、連結用孔８を介して各連結

体２ａ，２ｂを固定手段３で連結固定して、複数の基礎

杭用部材５を連結できるようにした構成とした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 定 長 さ の 複 数 の 基 礎 杭 用 部 材 の 各 連 結 端 部 に 固 定 し て 前 記 基 礎 杭 用 部 材 を 連 結 す る た め
の 少 な く と も １ 対 の 連 結 体 と 、 こ の 連 結 体 を 連 結 固 定 す る 固 定 手 段 と か ら な り 、 各 連 結 体
は 、 前 記 連 結 端 部 に 固 定 す る ベ ー ス 板 と 、 ベ ー ス 板 の 片 面 側 に 固 定 し た 連 結 板 と 、 連 結 板
に 穿 孔 し た 連 結 用 孔 と か ら な り 、 対 向 す る 各 基 礎 杭 用 部 材 の 連 結 端 部 に 固 定 し た 連 結 体 の
連 結 板 を 連 結 時 に 係 合 さ せ 、 連 結 用 孔 を 介 し て 各 連 結 体 を 固 定 手 段 で 連 結 固 定 し て 、 前 記
複 数 の 基 礎 杭 用 部 材 を 連 結 で き る よ う に し た 構 成 を 特 徴 と す る 連 結 具 。
【 請 求 項 ２ 】
連 結 板 は 、 ベ ー ス 板 の 片 面 側 に 立 設 さ れ た 平 面 視 Ｔ 字 形 の 形 状 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 連 結
具 。
【 請 求 項 ３ 】
連 結 板 は 、 ベ ー ス 板 の 片 面 側 に 立 設 さ れ た 平 面 視 Ｙ 字 形 の 上 端 部 の 左 右 方 向 に さ ら に 当 接
板 部 を 形 成 し た 形 状 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 連 結 具 。
【 請 求 項 ４ 】
所 定 長 さ の 複 数 の 基 礎 杭 用 部 材 の 各 連 結 端 部 に 固 定 し て 前 記 基 礎 杭 用 部 材 を 連 結 す る た め
の 少 な く と も １ 対 の 連 結 体 と 、 こ の 連 結 体 を 連 結 固 定 す る 固 定 手 段 と か ら な り 、 一 方 の 連
結 体 は 、 前 記 一 方 の 基 礎 杭 用 部 材 の 連 結 端 部 に 固 定 す る ベ ー ス 板 と 、 ベ ー ス 板 の 片 面 に 固
定 し た 筒 部 材 と 、 筒 部 材 に 穿 孔 し た 連 結 用 孔 と か ら な り 、 前 記 他 方 の 連 結 体 は 、 前 記 他 方
の 基 礎 杭 用 部 材 の 連 結 端 部 に 固 定 し た ベ ー ス 板 と 、 こ の ベ ー ス 板 の 片 面 に 固 定 し た 係 合 筒
部 材 と 、 係 合 筒 部 材 に 穿 孔 し た 連 結 用 孔 と か ら な り 、 連 結 時 に 対 向 す る 一 方 の 基 礎 杭 用 部
材 に 固 定 し た 連 結 体 の 筒 部 材 に 、 他 方 の 基 礎 杭 用 部 材 に 固 定 し た 連 結 体 の 係 合 筒 部 材 を 挿
入 し 、 各 連 結 用 孔 を 介 し て 固 定 手 段 で 筒 部 材 と 係 合 筒 部 材 と を 連 結 固 定 し て 、 前 記 複 数 の
基 礎 杭 用 部 材 を 連 結 で き る よ う に し た 構 成 を 特 徴 と す る 連 結 具 。
【 請 求 項 ５ 】
基 礎 杭 用 部 材 は 、 鋼 管 杭 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 を 備 え た 杭 先 鋼 管 、 ま た は ス ク リ ュ ー 羽 根 を 外
周 に 備 え た ス ク リ ュ ー 羽 根 付 き 鋼 管 で あ る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ま た は ４ 記 載 の 連 結 具 。

                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 戸 建 、 集 合 住 宅 、 そ の 他 の 各 種 の 構 築 物 の 建 設 の 際 に 、 基 礎 杭 と し て 地 盤 に
打 ち 込 む 一 定 長 さ の 鋼 管 杭 等 を 順 次 連 結 す る 連 結 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 戸 建 、 集 合 住 宅 等 を 建 設 す る 場 合 、 建 設 場 所 に よ っ て は 地 盤 強 化 の た め に 基 礎 杭 を 地 盤
に 建 込 ・ 貫 入 し て い る 。 そ の 場 合 、 基 礎 杭 と し て は 、 例 え ば ス ク リ ュ ー 羽 根 を 備 え た 杭 先
鋼 管 に 、 所 定 長 さ の 鋼 管 杭 を 順 次 連 結 し た も の が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 鋼 管 杭 等 を 連 結 す る 場 合 、 従 来 例 （ １ ） と し て は 、 建 込 ・ 貫 入 現 場 で 連 結 す る 例 え
ば 鋼 管 杭 ど う し の 端 面 を 当 接 さ せ 、 当 接 周 囲 を 溶 接 し て 連 結 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 別 の 従 来 例 （ ２ ） と し て は 、 鋼 管 加 工 工 場 等 で 鋼 管 杭 の 一 端 部 に 雌 ね じ 部 を 形 成
し 、 他 端 部 に 雄 ね じ 部 を 形 成 し 、 搬 入 し た こ の 鋼 管 杭 の 建 込 ・ 貫 入 現 場 で 、 杭 建 込 ・ 回 転
貫 入 装 置 で 前 記 鋼 管 杭 を 地 盤 に 建 込 ・ 貫 入 し 、 こ の 鋼 管 杭 に 連 結 す る 次 の 鋼 管 杭 を 杭 建 込
・ 回 転 貫 入 装 置 で 吊 り 上 げ て 両 方 の 鋼 管 杭 の 杭 芯 合 わ せ を し て 支 持 し 、 前 記 の 装 置 に よ っ
て 鋼 管 杭 を 回 転 さ せ て 先 の 鋼 管 杭 の 雌 ね じ 部 （ 雄 ね じ 部 ） に 次 の 鋼 管 杭 の 雄 ね じ 部 （ 雌 ね
じ 部 ） を ね じ 付 け て 連 結 し て い た 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-126940 A 2005.5.19



【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 別 の 従 来 例 （ ３ ） と し て は 、 鋼 管 加 工 工 場 等 で 鋼 管 杭 の 一 端 部 を 他 の 部 分 よ り 拡
大 開 口 に 形 成 し 、 搬 入 し た こ の 鋼 管 杭 の 建 込 ・ 貫 入 現 場 で 、 杭 建 込 ・ 回 転 貫 入 装 置 で 鋼 管
杭 を 地 盤 に 建 込 ・ 貫 入 し 、 こ の 鋼 管 杭 に 連 結 す る 次 の 鋼 管 杭 を 杭 建 込 ・ 回 転 貫 入 装 置 で 吊
り 上 げ て 両 方 の 鋼 管 杭 の 杭 芯 合 わ せ を し て 支 持 し 、 例 え ば 下 方 の 鋼 管 杭 の 一 端 部 に 、 上 方
の 鋼 管 杭 の 拡 大 開 口 部 を 外 嵌 し 、 両 鋼 管 杭 の こ の 連 結 部 分 に 水 平 方 向 か ら 穿 孔 装 置 で 貫 通
孔 を 開 け 、 こ の 貫 通 孔 に ボ ル ト を 通 し て ナ ッ ト で 締 結 し て 、 両 鋼 管 杭 を 連 結 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 に 関 す る 特 許 文 献 と し て は 次 の よ う な 文 献 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ７ ９ ０ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ２ ６ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ ９ ２ ６ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 し た 従 来 例 （ １ ） の よ う な 溶 接 に よ る 鋼 管 杭 等 の 連 結 で は 、 雨 の 日
な ど は 溶 接 作 業 に 支 障 を き た し 、 ま た 現 場 で 溶 接 す る 者 の 溶 接 技 術 の 能 力 が 大 き く 影 響 し
、 常 に 安 定 し た 品 質 で の 鋼 管 杭 等 の 連 結 （ 接 続 ） が 期 待 で き な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
ま た 、 溶 接 す る 者 と 溶 接 機 を 準 備 し な け れ ば な ら ず 基 礎 工 事 費 が 高 く な っ て し ま う と い っ
た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 し た 従 来 例 （ ２ ） の ね じ 合 わ せ に よ る 鋼 管 杭 の 連 結 で は 、 鋼 管 杭 へ の ね じ 切
り 加 工 に 手 間 と 時 間 を 要 し 鋼 管 杭 の コ ス ト が 高 く な る 。 ま た 、 現 場 で の 鋼 管 杭 ど う し の 連
結 作 業 に お い て は 、 杭 芯 合 わ せ を 正 確 に 行 な わ な い と 上 手 く ね じ 込 み 連 結 で き ず 、 ね じ 部
分 が か み 込 ん だ り す る と 後 の 処 理 が 大 変 で あ っ た 。 さ ら に ね じ 込 み 連 結 し て 地 盤 に 建 込 ・
貫 入 し た 鋼 管 杭 等 の 基 礎 杭 を 地 盤 か ら 引 き 抜 か ね ば な ら な く な っ た 場 合 、 逆 回 転 さ せ て 抜
く こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 前 記 し た 従 来 例 （ ３ ） の よ う な 鋼 管 杭 の 一 端 部 を 拡 大 開 口 し て 連 結 す る 連 結 手
段 の 場 合 は 、 現 場 で 穿 孔 装 置 で 貫 通 孔 を 開 け る 加 工 を 施 さ ね ば な ら ず 、 多 く の 鋼 管 杭 を 建
込 ・ 貫 入 し な け れ ば な ら な い 現 場 で は 、 孔 開 け に 時 間 も 手 間 も か か り 作 業 効 率 の 点 で 問 題
で あ っ た 。 ま た 、 作 業 員 の 誰 も が 簡 単 に 貫 通 孔 を 開 け ら れ る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 点 に 鑑 み て 開 発 さ れ た も の で あ る 。 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 基 礎
杭 で あ る 鋼 管 杭 等 の 基 礎 杭 用 部 材 の 建 込 ・ 貫 入 現 場 で 、 基 礎 杭 用 部 材 を 順 次 容 易 に か つ 迅
速 に 連 結 し て 基 礎 杭 の 地 盤 へ の 建 込 ・ 貫 入 作 業 を 効 率 良 く 行 な う こ と が 出 来 る 連 結 具 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 の 連 結 具 は 、 所 定 長 さ の 複 数 の 基 礎 杭 用 部 材 の 各 連 結 端 部 に 固 定
し て 前 記 基 礎 杭 用 部 材 を 連 結 す る た め の 少 な く と も １ 対 の 連 結 体 と 、 こ の 連 結 体 を 連 結 固
定 す る 固 定 手 段 と か ら な り 、 各 連 結 体 は 、 前 記 連 結 端 部 に 固 定 す る ベ ー ス 板 と 、 ベ ー ス 板
の 片 面 側 に 固 定 し た 連 結 板 と 、 連 結 板 に 穿 孔 し た 連 結 用 孔 と か ら な り 、 対 向 す る 各 基 礎 杭
用 部 材 の 連 結 端 部 に 固 定 し た 連 結 体 の 連 結 板 を 連 結 時 に 係 合 さ せ 、 連 結 用 孔 を 介 し て 各 連
結 体 を 固 定 手 段 で 連 結 固 定 し て 、 前 記 複 数 の 基 礎 杭 用 部 材 を 連 結 で き る よ う に し た 構 成 を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 の 連 結 具 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 連 結 具 に お い て 、 連 結 板 は 、 ベ ー ス
板 の 片 面 側 に 立 設 さ れ た 平 面 視 Ｔ 字 形 の 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 の 連 結 具 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 連 結 具 に お い て 、 連 結 板 は 、 ベ ー ス
板 の 片 面 側 に 立 設 さ れ た 平 面 視 Ｙ 字 形 の 上 端 部 の 左 右 方 向 に さ ら に 当 接 板 部 を 形 成 し た 形
状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 の 連 結 具 は 、 所 定 長 さ の 複 数 の 基 礎 杭 用 部 材 の 各 連 結 端 部 に 固 定
し て 前 記 基 礎 杭 用 部 材 を 連 結 す る た め の 少 な く と も １ 対 の 連 結 体 と 、 こ の 連 結 体 を 連 結 固
定 す る 固 定 手 段 と か ら な り 、 一 方 の 連 結 体 は 、 前 記 一 方 の 基 礎 杭 用 部 材 の 連 結 端 部 に 固 定
す る ベ ー ス 板 と 、 ベ ー ス 板 の 片 面 に 固 定 し た 筒 部 材 と 、 筒 部 材 に 穿 孔 し た 連 結 用 孔 と か ら
な り 、 前 記 他 方 の 連 結 体 は 、 前 記 他 方 の 基 礎 杭 用 部 材 の 連 結 端 部 に 固 定 し た ベ ー ス 板 と 、
こ の ベ ー ス 板 の 片 面 に 固 定 し た 係 合 筒 部 材 と 、 係 合 筒 部 材 に 穿 孔 し た 連 結 用 孔 と か ら な り
、 連 結 時 に 対 向 す る 一 方 の 基 礎 杭 用 部 材 に 固 定 し た 連 結 体 の 筒 部 材 に 、 他 方 の 基 礎 杭 用 部
材 に 固 定 し た 連 結 体 の 係 合 筒 部 材 を 挿 入 し 、 各 連 結 用 孔 を 介 し て 固 定 手 段 で 筒 部 材 と 係 合
筒 部 材 と を 連 結 固 定 し て 、 前 記 複 数 の 基 礎 杭 用 部 材 を 連 結 で き る よ う に し た 構 成 を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 の 連 結 具 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ 記 載 の 連 結 具 に お い て 、
基 礎 杭 用 部 材 は 、 鋼 管 杭 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 を 備 え た 杭 先 鋼 管 、 ま た は ス ク リ ュ ー 羽 根 を 外
周 に 備 え た ス ク リ ュ ー 羽 根 付 き 鋼 管 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 連 結 具 に よ れ ば 、 従 来 に 比 べ 地 盤 へ の 建 込 ・ 貫 入 時 に 各 種 の 基 礎 杭 用 部 材 を 、
現 場 で 誰 で も 容 易 に か つ 迅 速 に 連 結 し て 建 込 ・ 貫 入 作 業 を 進 め て い く こ と が で き 、 作 業 効
率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 連 結 具 は 構 成 簡 単 で 低 コ ス ト で 製 作 ・ 取 り
付 け を 行 う こ と が で き 、 作 業 効 率 の 良 さ と 相 ま っ て 建 設 コ ス ト を 低 減 す る の に 寄 与 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 連 結 具 を 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ～ 図 ８ は 本 発 明 に 係 る 一 例 の 連 結 具 に 関 す る 図 で あ る 。 こ の 連 結 具 １ は 、 １ 対 の 連
結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ と 、 両 連 結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ を 連 結 固 定 す る 固 定 手 段 ３ と か ら な る も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 各 連 結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ は 、 鋼 材 に よ っ て 構 成 さ れ た 同 じ 形 状 の も の で あ っ て 、 図 示 の 例 で
は 鋼 管 杭 ４ 等 の 各 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 中 空 孔 を 塞 ぐ 大 き さ の 円 形 の ベ ー ス 板 ７ と 、 こ の ベ ー
ス 板 ７ の 片 面 側 に 立 て て 溶 接 で 固 定 し た 連 結 用 孔 ８ を 有 す る 平 面 視 Ｔ 字 形 の 連 結 板 ９ と か
ら な る 。 そ し て 連 結 板 ９ は 、 ベ ー ス 板 ７ の 片 面 側 の 中 央 よ り 片 側 に 連 結 用 孔 ８ 側 を 中 央 付
近 に し て 溶 接 で 固 定 し て あ る 。 連 結 用 孔 ８ は 、 連 結 板 ９ の ベ ー ス 板 ７ の 中 央 付 近 の 左 右 の
２ 箇 所 に 穿 孔 し て あ る 。 勿 論 、 各 連 結 板 ９ の 対 向 す る 連 結 用 孔 ８ は 、 各 連 結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ
を 係 合 さ せ た 時 に 一 致 す る 位 置 に 穿 孔 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 し た 各 連 結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ は 、 所 定 長 さ の 鋼 管 杭 ４ 等 の 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 連 結 端 部 ６
（ 両 端 部 ま た は 片 端 部 ） に 、 各 基 礎 杭 用 部 材 ５ を 建 込 ・ 貫 入 現 場 に 搬 入 す る 前 に 工 場 等 で
溶 接 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 し た 固 定 手 段 ３ は 、 こ の 例 で は ボ ル ト １ ０ 、 ナ ッ ト １ １ か ら な り 、 各 連 結 体 ２ ａ 、
２ ｂ の 対 向 す る 連 結 用 孔 ８ に ボ ル ト １ ０ を 通 し て ナ ッ ト １ １ で 締 め 付 け る こ と に よ っ て 両
連 結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ を 連 結 固 定 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 か ら な る 連 結 具 １ は 、 前 記 し た よ う に 事 前 に 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 連 結 端 部
６ に 固 定 し て お く こ と に よ り 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 地 盤 へ の 建 込 ・ 貫 入 現 場 で 、 固 定 手 段 ３
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を 介 し て 、 建 込 ・ 貫 入 中 の 基 礎 杭 用 部 材 ５ で あ る 鋼 管 杭 ４ （ 図 １ ８ 参 照 ） ど う し を 連 結 し
た り 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ で あ る 鋼 管 杭 ４ と ス ク リ ュ ー 羽 根 １ ２ を 備 え た 杭 先 鋼 管 １ ３ （ 図 １
９ 参 照 ） と を 連 結 し た り 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ で あ る ス ク リ ュ ー 羽 根 付 き 鋼 管 杭 １ ９ （ 図 ２ ０
参 照 ） ど う し を 連 結 し た り 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ で あ る 杭 先 鋼 管 １ ３ と 鋼 管 杭 ４ と を 連 結 し た
り 、 或 い は こ れ ら の 鋼 管 も 含 め た そ の 他 の 種 々 の 基 礎 杭 用 部 材 ど う し を 連 結 固 定 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 連 結 具 １ を 備 え た 各 基 礎 杭 用 部 材 ５ を 、 地 盤 へ の 建 込 ・ 貫 入 現 場 で 順 次 建 込 ・ 貫 入
し て い く 場 合 は 、 杭 建 込 ・ 回 転 貫 入 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 先 ず ス ク リ ュ ー 羽 根 １ ２ を
備 え た 杭 先 鋼 管 １ ３ を 貫 入 し 、 こ の 杭 先 鋼 管 １ ３ に 連 結 具 １ を 介 し て 鋼 管 杭 ４ を 連 結 し 、
杭 建 込 ・ 回 転 貫 入 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 杭 先 鋼 管 １ ３ と と も に 前 記 鋼 管 杭 ４ を 地 盤 に
貫 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 際 、 杭 先 鋼 管 １ ３ の 連 結 端 部 ６ の 連 結 体 ２ ｂ （ 図 １ 、 図 ２ 参 照 ） の 位 置 が 、 地 上 で
作 業 員 が 連 結 作 業 し 易 い 位 置 に な っ た 時 に ， 杭 建 込 ・ 回 転 貫 入 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ る 貫
入 を 一 旦 停 止 す る 。 こ の よ う な 状 態 で 次 に 繋 ぐ 鋼 管 杭 ４ を 杭 建 込 ・ 回 転 貫 入 装 置 （ 図 示 せ
ず ） で 吊 り 上 げ て 、 先 の 杭 先 鋼 管 １ ３ に 対 し て 杭 芯 を 合 わ せ 、 こ の 鋼 管 杭 ４ の 連 結 体 ２ ａ
を 先 の 杭 先 鋼 管 １ ３ の 連 結 体 ２ ｂ に 係 合 さ せ る 。 す な わ ち 、 下 方 の 杭 先 鋼 管 １ ３ の 連 結 用
孔 ８ を 穿 孔 し た 連 結 板 ９ に 対 し て 、 上 方 の 鋼 管 杭 ４ の 連 結 用 孔 ８ を 穿 孔 し た 連 結 板 ９ を 対
向 さ せ て 当 接 さ せ る 。 こ の よ う に し て 両 連 結 板 ９ ， ９ の 一 致 し た 各 連 結 用 孔 ８ に ボ ル ト １
０ を 通 し ナ ッ ト １ １ で 締 め 付 け る こ と に よ り 、 各 連 結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ を 介 し て 杭 先 鋼 管 １ ３
と 鋼 管 杭 ４ 、 ５ と を 連 結 固 定 す る 。 こ の よ う に し て 連 結 で き た ら 再 び 杭 建 込 ・ 回 転 貫 入 装
置 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 地 盤 に 貫 入 し 、 こ の よ う な 作 業 を 繰 り 返 し て 所 望 の 本 数 の 鋼 管 杭
４ を 地 盤 に 建 て 込 む 。 前 記 し た 連 結 作 業 は 鋼 管 杭 ４ ど う し 、 そ の 他 の 種 類 の 基 礎 杭 用 部 材
５ の 連 結 時 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 図 ９ ～ 図 １ ２ は 本 発 明 に 係 る 他 の 例 の 連 結 具 １ ４ に 関 す る 図 で あ る 。 こ の 例 の 連 結
具 １ ４ （ 便 宜 上 、 そ の 他 の 図 中 符 合 は 前 記 の 例 と 同 様 の 符 合 を 使 用 す る 。 ） で は 、 各 連 結
体 ２ ａ 、 ２ ｂ の 連 結 板 ９ は 、 平 面 視 で Ｙ 字 形 の 上 端 部 の 左 右 方 向 に さ ら に 当 接 板 部 １ ５ を
形 成 し た 形 状 で あ る 。 各 当 接 板 部 １ ５ に は 連 結 用 孔 ８ が 穿 孔 し て あ る 。 そ の 他 の 構 成 、 連
結 方 法 は 前 記 の 例 と 同 様 で あ り 同 一 箇 所 に 同 一 符 合 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 図 １ ３ ～ 図 １ ７ は 本 発 明 に 係 る 他 の 例 の 連 結 具 １ ６ に 関 す る 図 で あ る 。 こ の 例 の 連
結 具 １ ６ （ 便 宜 上 、 図 中 符 合 は 前 記 の 例 と 同 様 の 符 合 を 使 用 す る 。 ） も 、 １ 対 の 連 結 体 ２
ａ 、 ２ ｂ と 、 前 記 の 例 と 同 様 の 固 定 手 段 ３ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 連 結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ は 、 前 記 の 例 と 構 成 が 相 違 し 、 一 方 の 連 結 体 ２ ａ (図 １ ３ 、 図 １
４ 参 照 )は 、 前 記 し た 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 連 結 端 部 ６ に 固 定 す る ベ ー ス 板 ７ と 、 ベ ー ス 板 ７
の 片 面 に 溶 接 で 固 定 し た 筒 部 材 １ ７ と か ら な る 。 こ の 筒 部 材 １ ７ は 図 示 の 例 で は 四 角 形 で
あ る 。 四 角 形 の 筒 部 材 １ ７ の ４ 面 の 中 央 に は 連 結 用 孔 ８ が 穿 孔 し て あ る 。 勿 論 、 筒 部 材 １
７ の 形 状 は 、 丸 形 、 三 角 形 ,ひ し 形 、 そ の 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 他 方 の 連 結 体 ２ ｂ (図 １ ５ 、 図 １ ６ 参 照 )は 、 前 記 し た 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 連 結 端 部
６ に 固 定 す る ベ ー ス 板 ７ と 、 ベ ー ス 板 ７ の 片 面 に 溶 接 で 固 定 し た 係 合 筒 部 材 １ ８ と か ら な
る 。 こ の 係 合 筒 部 材 １ ８ は 、 前 記 筒 部 材 １ ７ 内 に 挿 入 で き る 四 角 形 で あ る 。 勿 論 、 係 合 筒
部 材 １ ８ は 、 筒 部 材 １ ７ の 形 状 に 対 応 し た 丸 形 や そ の 他 の 形 で あ っ て も よ い 。 こ の 四 角 形
の 係 合 筒 部 材 １ ８ の ４ 面 の 中 央 に も 連 結 用 孔 ８ が 穿 孔 し て あ る 。 各 連 結 用 孔 ８ の 位 置 の 係
合 筒 部 材 １ ８ の 内 面 に は ナ ッ ト １ １ (図 １ ６ 参 照 )が 溶 接 等 で 固 着 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 例 の 連 結 具 １ ６ の 場 合 は 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ で あ る 例 え ば 鋼 管 杭 ４ の 一 端 部 に 筒 部 材
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１ ７ を 備 え た 連 結 体 ２ ａ を 固 定 し 、 他 端 部 に 係 合 筒 部 材 １ ８ を 備 え た 連 結 体 ２ ｂ を 固 定 す
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 連 結 具 １ ６ を 備 え た 鋼 管 杭 ４ ど う し を 連 結 す る 場 合 (図 １ ６ 、 図 １ ７ 参 照 )は
、 連 結 時 に 、 例 え ば 下 方 の 鋼 管 杭 ４ （ 図 示 省 略 ） の 連 結 端 部 ６ に 固 定 し た 連 結 体 ２ ａ の 筒
部 材 １ ７ に 、 上 方 の 鋼 管 杭 ４ の 連 結 端 部 ６ に 固 定 し た 連 結 体 ２ ｂ の 係 合 筒 部 材 １ ８ を 挿 入
し 、 一 致 し た 各 連 結 用 孔 ８ に ボ ル ト １ ０ を 通 し て ナ ッ ト １ １ に ね じ 付 け て 連 結 固 定 す る 。
勿 論 、 連 結 具 １ ６ を 備 え た 鋼 管 杭 ４ の 連 結 に お い て は 、 筒 部 材 １ ７ が 上 方 で 、 係 合 筒 部 材
１ ８ が 下 方 で あ り 、 下 方 の 鋼 管 杭 ４ の 係 合 筒 部 材 １ ８ に 上 方 の 鋼 管 杭 ４ の 筒 部 材 １ ７ を 外
嵌 す る よ う に し て 連 結 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 前 記 各 例 に お い て 、 固 定 手 段 は 連 結 用 孔 ８ 内 に ね じ 切 り を 施 し 、 こ の 連 結 用 孔 ８
に ボ ル ト １ ０ を ね じ 付 け て 連 結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ を 連 結 固 定 す る 手 段 で あ っ て も よ い 。 ま た 、
固 定 手 段 は 、 ボ ル ト 或 い は ボ ル ト ・ ナ ッ ト に 限 ら ず 、 連 結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ を 連 結 固 定 で き れ
ば 如 何 な る 手 段 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 連 結 端 部 ６ に 溶 接 で 固 定 す る 各
連 結 体 ２ ａ 、 ２ ｂ の ベ ー ス 板 ７ の 大 き さ は 、 図 示 の よ う に 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 外 径 よ り 大 き
く て も 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 外 径 と 同 じ 大 き さ で も 、 或 い は 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 内 径 よ り 僅 か
に 小 さ い 大 き さ で あ っ て も よ い 。 ベ ー ス 板 が 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 外 径 と 同 じ ま た は 大 き い 場
合 は 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 端 面 に ベ ー ス 板 を 当 接 し 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 端 と ベ ー ス 板 と の 外
周 の 境 界 部 分 を 溶 接 す れ ば よ い 。 ま た 、 ベ ー ス 板 が 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 内 径 よ り 僅 か に 小 さ
い 場 合 は 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ 内 の 端 近 傍 に 収 納 し て 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 内 周 面 と ベ ー ス 板 と の
境 界 部 分 を 溶 接 す れ ば よ い 。 こ の 場 合 の 連 結 板 、 或 い は 筒 部 材 お よ び 係 合 筒 部 材 の 大 き さ
は 基 礎 杭 用 部 材 ５ 内 に 収 納 で き る 大 き さ で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に お け る 基 礎 杭 用 部
材 ５ の 連 結 端 部 ６ と は 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 端 面 、 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 端 面 近 傍 の 内 周 面 部 分
で あ る 。 勿 論 、 前 記 連 結 端 部 ６ と は 、 ベ ー ス 板 の 形 状 に よ っ て は 基 礎 杭 用 部 材 ５ の 端 面 近
傍 の 外 周 面 部 分 で も あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 例 の 連 結 具 で 基 礎 杭 用 部 材 を 連 結 し た 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 例 の 連 結 具 で 基 礎 杭 用 部 材 を 連 結 す る 前 の 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 例 の 連 結 具 を 構 成 す る 連 結 体 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 対 の 連 結 体 の 一 方 の 連 結 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 対 の 連 結 体 の 他 方 の 連 結 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 例 の 連 結 具 の 連 結 部 分 の 説 明 図 あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 対 の 連 結 体 の 連 結 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 他 の 例 の 連 結 具 を 構 成 す る 一 方 の 連 結 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 一 対 の 他 の 例 の 連 結 体 の 他 方 の 連 結 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 他 の 例 の 連 結 具 の 連 結 状 態 を 示 す 説 明 図 あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 一 対 の 他 の 例 の 連 結 体 の 連 結 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の ま た 別 の 例 の 連 結 具 を 構 成 す る 連 結 体 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の 筒 部 材 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ の 連 結 体 に 対 応 す る 他 方 の 連 結 体 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ の 係 合 筒 部 材 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 一 対 の ま た 別 の 例 の 連 結 体 の 連 結 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 一 例 の 鋼 管 杭 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 一 例 の 杭 先 鋼 管 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 一 例 の ス ク リ ュ ー 羽 根 付 き 鋼 管 杭 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
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１ 　 　 　 連 結 具
２ ａ 　 　 連 結 体
２ ｂ 　 　 連 結 体
３ 　 　 　 固 定 手 段
４ 　 　 　 鋼 管 杭
５ 　 　 　 基 礎 杭 用 部 材
６ 　 　 　 連 結 端 部
７ 　 　 　 ベ ー ス 板
８ 　 　 　 連 結 用 孔
９ 　 　 　 連 結 板
１ ３ 　 　 杭 先 鋼 管
１ ４ 　 　 連 結 具
１ ５ 　 　 当 接 板 部
１ ６ 　 　 連 結 具
１ ７ 　 　 筒 部 材
１ ８ 　 　 係 合 筒 部 材

                                                                                

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(9) JP 2005-126940 A 2005.5.19



【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

(13) JP 2005-126940 A 2005.5.19



【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】
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